
 

 

 

 

 
 

学校教育目標：ふるさとを愛し 自他を大切にしながら たくましく未来を切り拓く生徒の育成 

 

 
   

   
 
 

   
 
 
 
 
 

 
～バシッと決めよう～ 

 
 
 
 
 
 

   

    

  

雲南市立掛合中学校 

第２９号 

２０２６.３.１０（火） 

文責 根本登三男 

『決断力』とは、直面する問題や課題に対して複数の選択肢の中から責任を

もって意思を決定し行動できる能力のことです。様々な情報があふれる現代、

そして皆さんが生きる先の予想が困難な未来においては必須のスキルです。   

今回の進路選択で、その「決断力」の第一歩が試されたわけですが、皆さん

は、これからも更なる進学や就職、出会いや別れなど節目節目で選択と決断

を繰り返し、人生を紡いでいきます。迷うこともあると思いますが、その時その時

の判断を『最善、ベスト』と思って「決断」し、行動してほしいです。 

明日から始まる新たなステージでは、日々の情報収集と確かな分析、そして

小さな決断の積み重ねを大切にし、いざというときにバシッと決断できる自分を

作り上げ、それぞれの夢に向かってほしいと願います。   校長式辞（抜粋） 

 

 

第７９回卒業証書授与式  
７日（土）、１５名が掛合中学校を巣立ちました。卒業生総数は５５４４人になります。ご来賓の皆様、

お忙しい中ご臨席を賜り厚くお礼申しあげます。保護者の皆さま、お子様のご卒業おめでとうござい
ます。今後も本学発展のために変わらぬご支援をよろしくお願いします。      掛合中学校 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のつぶやき㉙（答辞!!） 

最高の三年間でした 
～卒業生答辞（抜粋）～  

ともに過ごしたみんなへ。みんなとは小学校の頃から、もし

くはそれより前からずっと一緒に過ごしてきたね。喧嘩をする

こともあったけど、辛い時も楽しい時も、どんな時も一緒に乗り

越えて、最後にはみんなが笑顔で、みんながいたからこそ、

みんなだったからこそ楽しく過ごした時間は、私にとって大切

な宝物です。これからはそれぞれの道へ進み、離れ離れにな

ってしまうけど、スピードが違っても、何があっても自分を信じ

それぞれの場所で自分らしく輝いてください。  
町おこしイベントを通して、地域の方々と関わらせていただいた

経験は、私たちにとって大きな学びとなりました。私たちを温かく見

守り、支えてくださった地域の皆様に、心より感謝申しあげます。  
そして三年間、時に優しく、時に厳しくご指導くださった先生方、

本当にありがとうございました。先生方のご指導があったからこそ、

私たちは多くのことに挑戦し、大きく成長することができました。  
最後に、いつも一番近くで支え続けてくれた家族へ。うれしいとき

も、悩んだときも、私の話に耳を傾け、どんな時も変わらず背中を押

してくれてありがとう。（略）  
私たち十五名は、これから新しい世界へと歩みだします。不安も

ありますが、この三年間で学んだこと、そして支えてくださった多くの

方々への感謝の気持ちを胸に、それぞれの夢に向かって力強く前

進していきます。  
本当に最高の三年間でした。（略）  

第七十九期卒業生代表  石飛里花  

 

 

 

 

よりよい掛合中学校を 
～在校生送辞（抜粋）～  

体育祭本番は、テントからの応援など積極的に体育祭を盛り

上げておられました。そのおかげで体育祭全体が明るい雰囲気

に包まれ、会場にいた誰もが楽しむことができました。リレーや学

年競技など最後まで諦めず､全力で競技を行っていた皆さん。

体育祭のスローガン「百花繚乱」にもあったように、一人一人が 

すごく輝いておられました。  
文化祭と三年間の総合学習の集大成である町おこしイベントでは、

地域の方と笑顔で接しておられる皆さんを思い出します。イベントの際

も準備から真剣に取り組んでおられ、イベントへの思いがひしひしと伝

わってきました。文化祭の合唱では誰よりも声を出し、歌っている姿が

心に残っています。（略）  
私達も今年一月に生徒会を受け継ぎ、活動を少しずつ行っていま

す。（略）毎日の生活の中で当たり前にみていた、皆さんの後ろ姿。そ

の姿に少しでも近づいていけるよう、学校全体で頑張っていきます。  
 今年のスローガン「真花～つぼみから花へ～」のように、全校生徒一

人一人が多くの場面で輝き、掛合中学校を笑顔の花であふれさせるこ

とができました。不安な気持ちもありますが、三年生の皆さんが築き上

げてくださった、掛合中学校を守り、より良いものにしていきたいです。

（略）       在校生代表 織田 怜杏 
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昭和５５年３月、卒業式で答辞を読ませていただきました。

教員になって１０年目の平成８年、母校に赴任することになり

式典関係のロッカーを開けると、何と私が書いた答辞がその

まま残っているではありませんか。 

校長先生に許可をいただいて、今では自宅の本棚に卒

業証書と一緒にしまってあります。（つづく） 

 

２年生プロジェクト発表会 
「私たちの思い描く未来の掛合」 

３日（火）に行いましたプロジェクト発表会に

はたくさんの地域の方々にお越しいただきまし

た。ありがとうございます。いただきましたご意

見感想やご意見、アドバイス を今後の活動、

プロジェクトの実現に生かしていきたいと思い

ます。 

校長先生に許可をいただい

て自宅に持ち帰り、今は本棚に

卒業証書と一緒にしまってあり

ます。それにしても字が下手で

笑ってしまいます😨  （つづく） 

 

見やアドバイスを、今後の

活動に実現に生かしてい

きたいと思います。引き続

きご協力をお願いします。 


